








その他のタイトル The Influence of Kunikida Doppo on Korean
Literature in the 1920's (II) ―On the Effect
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12．前掲注11，p．160－162，前掲注5．p．400参照
ユ3．前掲注4，日記の中に読んだ作品名として，虞美人草，海賊，バイロン，プーシキン，
　　ゴリキー短編集，春，思出の記，復活，アンナカレニナ，イカモノ，蘇生の日，建築師，
　　自然主義，天魔の怨，破戒，沙翁物語集，湖上の美人，野の花，ナポレオン言行録，詩
　　人の恋，病聞録，藤村詩集，霊か肉か，が羅列されている。
14．李光沫全集！6巻．p．401
15．金乗舘『韓国近代翻訳文学史研究』（1975．3乙酉文化杜）p，449，p．365
16．星野慎一「ゲーテ」（『欧米作家と1ヨ本近代文学』昭50．7教育センター出版）p．57－64
17．前掲注16「ドイツ文学と日本近代文学」p．22－26
王8．1910，3明治学院中学校を卒業した後，国に帰えって3年間五山学校で教えたが，この期
　　間申，心にもない緒婚をしたり祖父が亡くなったりするなど家庭上の闘題で悩んでいた。
　　その後一年間は放浪生活を送ったので書籍に触れる時間的精神的余裕はなかった。（「彼
　　の自叙像」の申の教員生活）駈李光沫全集9巻』p．306－3｝6
19．前掲注2，朱鍾演「李光沫の初期短編小説考」p．127
20、前掲注2，李在銑「春園の初期短編と書簡形態」p．1ユ7
21．金東仁「春園研究」（ポ金東仁全集8巻』1968弘字出版社）p．494
22．「李光沫氏との交談録」（『李光沫全集20巻』）p．248
23．前掲注1至，李在銑「韓国短編小説の叙述類型」p．89
24．前掲注1！，p．124
25．前掲注15によると，当時ユ900－1920一年代の翻訳のほとんどは日本語からの重訳か抄訳，或
　　は梗概訳で，完訳が出るのはユ930年代にはいってからである。
26．前掲注15に同じp．34ユー343
27、「私はボッカチオの『デカメロン』の詩でもって国申に宣伝した。愛は美しい野の花よ，
　　暑い日一差しの下でも朽ちない花よ」金東仁全集7巻p，68
28．金東仁全集（1－10）の中で金東仁が言及した日本の作家（文芸のみ）
29．『創造』第一号ユ919，2
30．愈鎭牛「馬車」（『文章』創作三十四人集194］．2）
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